
令和２年度 五つ星学園（ 昭和中学校区 ）の在り方に関する
保護者アンケート結果[抜粋]

アンケート実施期間　令和２年８月２３日～１０月２日
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①一人一人に目が届きやすく、きめ細かな指導を行える。

②異学年との交流により相互の人間関係が深まりやすい。

③集団の中で多用な考えに触れたり、切磋琢磨したりする機会が少なくなる。

④多様な学習形態をとりにくい。

⑤学校行事、部活動など制約が生じやすい。

⑥クラス替えが困難になり、人間関係が固定化しやすい。

⑦特に考えはない。

⑧その他

問６ 園児･児童･生徒数が減少している現状について､次のうち､あなたの考えに近いものを選んでください。

（複数回答可）
(人)
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問７ 園児・児童・生徒の減少に伴う今後の五つ星学園の在り方として、学校間の統合も方法の一つです。

あなたの考えに近いものを選んでください。

①昭和幼と維新幼、昭和小、維新小、昭和中の５校園を統合し、幼稚園併設型「※義

務教育学校」にすべきだ。

②昭和幼と維新幼、昭和小と維新小をそれぞれ統合すべきだ。

③何らかの統合は、やむをえない。

④統合すべきではない。

⑤わからない。

上段：人数

下段：割合
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①５・６年生の教科担任制が可能となり、学力向上が期待される。

②５・６年生から部活動に参加でき、チームワーク精神や体力、忍耐力などの向上が期待される。

③集団の中で多様な考えに触れたり、切磋琢磨(せっさたくま)したりする機会が増える。

④多様な学習形態により学習の幅が広がり、学力の向上につながる。

⑤学校行事、集団活動に活気が生まれやすい。

⑥クラブ活動、委員会活動などの選択肢が増える。

⑦その他

問８ 【問７】で①～③を選んだ理由として、あなたの考えに近いものを選んでください。（複数回答可）

(人)
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①幼稚園や学校までが遠くなり、通園・通学の負担が大きい。

②一人一人の子どもに目が届きにくくなり、きめ細かな指導ができにくくなる。

③地域社会との連携が難しくなる。

④その他

問９ 【問７】で④を選んだ理由として、あなたの考えに近いものを選んでください。（複数回答可）

(人)


